書評 山崎準二・榊原禎宏・辻野けんま著『「考える教師」 : 省察、創造、実践する教師　(講座 現在学校教育の高度化　第5巻）』学文社, 2012年　 by 朝日 素明
書評 山崎準二・榊原禎宏・辻野けんま著『「考え





















































































































第3章では、まず、 1958年度から 2008年度まで 10年毎の静岡県小学校教師の年齢構成ヒ。ラミ
ッドをもとに、各時代の背景と、主として「大量入職教師層Jの「コーホート・フローJに着目
し、その「コーホートの入れ替えj が「教師文化・教I~誠意識の大きな入れ替えを意味している j





























































































朝日素明 :書評 山1時準二 ・柿jl原禎宏・辻野けんま著 Wi考える教師JjJ
的研究者j としての教師像を「考える教師Jとして支持しているようでもある。この教師像は、
ドナルド ・ショーンが明らかにしているように「技術的熟達者j としての教師像に対置されて提
起され、 従来の 「専門|出 論を塗り替えると される教員fI]像である。
各章の議論からは、教師の専門性の 「内実Jを教師が身につけるべき知識・技能として特定化
しリストアップすることは難しいことが結論される。同時に、 「技術的熟達者Jとして完成された










(p. 149)と言う。山崎もまた、 「省察jの「中核jはir行為についての省察Creflectionon action) J 
ではなく 「行為の中の省察 (reflectionin action) J (p. 170)だと している。この i:(りr究jや「省
察jの営みは、柿jl原がその態様を説明しているように、 idj忍知資源および感情資源J(p. 34) を投
























































朝司素明:書評 山崎準二・析lþ原被宏 ・ 辻野けんま著 ~r考える教師J~
が示されることはもちろんないが、教員や教師についての議論を相対化、還元し再び構成すると
いった、柔軟な議論が存在すること自体は望まししリ (p.136) とあるように、読者に「考える教
師」への契機を提供し誘っているように思われるからだ。どんな形であれ教育に関連する営みに
従事し f省察的実践家」たりえる人に是非本書を手にしてほしい、との患いを評者は強くもった。
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